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会員数 743名

男
女
488名
255名

題字：小西英樹前理事長

福知山城から望む日の出（長田野工業団地方面を望む） 

福知山盆地に新たな一日の太陽が昇ります。

毎日陽は昇りますが、一日として同じ陽光はありません。

さあ、気持ちを新たにして新しい年の新しい一歩を踏み出しましょう。

（平成２８年１月１日現在）

（撮影：青山　勲 会員）
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年
頭
の

あ
い

つ

年
頭
の

あ
い

つ

公
益
社
団
法
人　

福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
は
、
セ
ン
タ
ー
設
立
三
十

周
年
並
び
に
三
和
と
の
統
合
十
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
を
多
数
の
ご
来
賓
、
お
客
様
代
表
、

会
員
等
ご
臨
席
の
も
と
盛
大
か
つ
厳
粛
に
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
関
係

の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
先
人
、
先
輩
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
感

謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、三
十
年
の
歴
史
か
ら「
故

（
ふ
る
）き
を
温（
た
ず
）ね
、新
し
き
を
知
る
」

を
も
っ
て
、
皆
様
と
と
も
に
「
更
な
る
飛
躍
」

の
一
年
で
あ
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、「
申（
さ
る
）年
」、

丙
申（
ひ
の
え
さ
る
）の
年
は
、
形
が
は
っ
き

り
し
、
実
が
固
ま
っ
て
い
く
年
と
言
わ
れ
ま

す
。
今
年
は
、
昨
年
申
し
上
げ
ま
し
た
「
会

員
主
導
の
セ
ン
タ
ー
運
営
」
を
よ
り
実
の
あ

る
も
の
と
し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
は
年
々
進
行
し
、
地

域
社
会
や
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
「
生
産
年

齢
人
口
」
は
、
減
少
は
あ
っ
て
も
増
加
は
望

め
な
い
時
代
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
会
員
は
高
齢
で
は
あ
り
ま
す
が
た
い
へ

ん
元
気
で
す
。
長
年
培
っ
た
豊
か
な
知
識
や

経
験
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
糧
に
地
域
社
会

や
地
域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
時

代
が
、
今
、
ま
さ
に
到
来
し
た
と
痛
感
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
就

業
等
を
通
し
て
地
域
社
会
・
経
済
活
動
に
参

画
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
こ
そ
真
価
を
発
揮

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
会
員
自

ら
が
、
自
ら
の
セ
ン
タ
ー
の
た
め
に
、
自
主

的
、
自
発
的
に
考
え
行
動
す
る
と
と
も
に
、

お
互
い
に
手
を
携
え
て
、
助
け
合
い
な
が
ら

共
に
汗
し
、
共
に
健
康
で
安
全
か
つ
誠
心
誠

意
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

セ
ン

タ
ー
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
成
り
立
つ

組
織
で
あ
り
、
会
員
主
導
の
組
織
で
す
。
会

員
一
人
ひ
と
り
が
、
個
々
人
と
し
て
セ
ン

タ
ー
の
運
営
、
経
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
就
業
や
普
及
啓
発
活
動
、
社
会
奉
仕

活
動
が
地
域
住
民
や
地
域
社
会
か
ら
喜
ば
れ

感
謝
さ
れ
る
こ
と
は
、
セ
ン
タ
ー
の
信
用
、

信
頼
を
よ
り
高
め
る
と
同
時
に
セ
ン
タ
ー
の

認
知
度
を
向
上
さ
せ
、
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓

発
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
新
た
な

会
員
の
拡
大
や
受
注
が
増
え
、
セ
ン
タ
ー
の

着
実
な
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
さ
ら
申

す
ま
で
も
な
く
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
経
営

は
、
住
民
で
あ
り
お
客
様
で
あ
る
皆
様
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
個
々
人
の
活

動
は
、「
親
切
・
丁
寧
・
誠
実
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
そ
し
て
『
さ
す
が
シ
ル
バ
ー
』『
あ
り

が
と
う
、
次
も
頼
む
で
、
こ
れ
も
頼
む
は
』

と
の
声
が
よ
り
多
く
な
る
よ
う
、
会
員
の
皆

理
事
長塩

見　

康
郎
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様
と
共
に
歩
み
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
会
員
、
役
員
、
職
員
が
お
互

い
に
手
を
携
え
て
、
セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
切
に
望
み

ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
平
成
二
十
八
年
の
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
設
立
三
十
周
年
の
佳
節
の
年
で
し
た
。

　

私
た
ち
会
員
互
助
会
も
改
め
て
三
十
周
年

を
心
か
ら
祝
し
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
会

員
と
し
て
在
籍
し
諸
行
事
に
参
加
で
き
ま
し

た
こ
と
を
共
に
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
互
助
会
も
開
催
行
事
に
三
十
周
年
記
念

の
冠
を
載
せ
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
九
月
の
西
浦
温
泉
へ
の
会
員
一
泊
親

睦
旅
行
、
十
月
の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
、
十
一
月
の
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
積
極
的
に
多
く
の

会
員
の
参
加
、
並
び
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
昭

和
六
十
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
、

セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
互
助
会
組
織
の
活
動
が
、

深
い
関
連
性
と
必
要
性
を
有
す
る
こ
と
を
終

始
一
貫
叫
び
つ
づ
け
、
そ
の
維
持
拡
充
に
全

力
を
傾
注
い
た
だ
き
ま
し
た
歴
代
理
事
長
ほ

か
役
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
積
極
的
な
参
加

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
方
の
お
力
で
あ
る
と
敬
意
と
感
謝
を
表
す

る
も
の
で
す
。

　

皆
様
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
会
員
相

互
が
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
い
ゲ
ン
キ
な
互

助
会
組
織
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

意
を
新
た
に
す
る
新
年
で
す
。
会
員
一
人
一

人
が
、
シ
ル
バ
ー
の
中
で
も
地
域
の
中
で
も

大
き
く
成
長
し
、
一
層
の
社
会
貢
献
に
寄
与

す
べ
く
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会

員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
員
互
助
会
会
長

桑
原　

長
利

会
員
の
手
づ
く
り
作
品
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福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
30
周
年
・
三
和
町
シ
ル
バ
ー
統
合
10
周
年
を
祝
う 

　
福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
に
設
立

以
来
、
三
十
周
年
を
迎
え
、
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
三
和
町
シ
ル

バ
ー
と
の
統
合
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
、
会
員
数

三
四
五
人
で
出
発
し
た
も
の
が
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
会
員
数
七
四

七
人
、
事
業
実
績
は
約
四
億
円
に
な
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
 

　
会
員
・
役
職
員
、
来
賓
ら
約
三
〇
〇
人
が
出
席
し
、
節
目
の
年
を
祝

う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
事
業
推
進
と
地
域
社
会
貢
献
に
向
け
て
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

■
式
　
典 

◎
塩
見
康
郎 

第
四
代
理
事
長 
式
辞
（
要
旨
） 

◎
来
賓
祝
辞 

・
福
知
山
市
長
　
　
　
　
　
松
山
　
正
治 

様 

・
京
都
府
知
事
代
理 

　
　
中
丹
広
域
振
興
局
長
　
中
村
　
敬
二 

様 

・
福
知
山
市
議
会
議
長
　
　
田
中
　
法
男 

様 

・
公
益
社
団
法
人 

京
都
府
シ
ル
バ
ー 

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
善
治 

様 

◎
感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈 

・
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
企
業
、
団
体 

　
一
般
社
団
法
人
　
長
田
野
工
業
セ
ン
タ
ー
様 

　
㈱
神
戸
製
鋼
所
福
知
山
工
場
様 

　
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
福
知
山
支
店
様 

　
㈱
さ
と
う
様 

　
宗
教
法
人 

久
昌
寺
様 

　
㈱
両
丹
日
日
新
聞
社
様 

　
㈱
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助
様 

　
由
良
川
漁
業
協
同
組
合
様 

　
㈱
ウ
エ
ス
コ
京
滋
支
店
様 

　
医
療
法
人
社
団
　
尚
仁
会
様 

　
日
本
赤
十
字
社
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
管
理 

　
　
セ
ン
タ
ー
福
知
山
分
室
様 

　
男
女
共
に
平
均
寿
命
が
延

び
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
が

増
え
て
い
く
中
、
豊
か
な
知

識
と
技
能
、
経
験
を
活
か
し

地
域
社
会
の
活
性
化
と
発
展

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き

く
な
り
ま
す
。
今
後
も
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
の
基
本

理
念
の
も
と
、
親
切
、
丁
寧
、

誠
実
な
仕
事
で
市
民
に
喜
ば

れ
、
社
会
に
認
め
ら
れ
る
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
 

祝辞を述べられる福知山市長様 感謝状を受けられる両丹日日新聞社様（左）、長田野工業センター様（右） 
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■
祝
賀
会 

・
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々 

【
特
別
功
労
賞
】 

　
　
衣
川
　
金
憲 

様
（
元
理
事
長
） 

　
　
小
西
　
英
樹 

様
（
前
理
事
長
） 

　
　
檜
木
　
直
治 

様 
　
　
　 

（
元
理
事
長
職
務
代
行
者
） 

【
功
労
賞
】 

　
　
伊
木
　
　
正 

様 

　
　
（
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
運
営
委
員
長
） 

【
会
員
表
彰
】
二
十
六
名 

　
　
帯
刀
　
孝
雄 
様 

　
　
氏
良
　
寿
恵 

様 

　
　
西
谷
　
　
弘 

様 

　
　
木
本
　
郁
夫 

様 

　
　
井
元
　
智
恵 

様 

　
　
藤
原
兵
右
衛
門 

様 

　
　
大
柿
　
麗
子 

様 

　
　
塩
見
　
一
郎 

様 

　
　
杉
浦
　
久
子 

様 

　
　
荒
河
　
　
徹 

様 

　
　
高
橋
　
隆
子 

様 

　
　
寺
田
は
る
の 

様 

　
　
小
林
　
宣
男 

様 

　
　
前
田
　
健
一 

様 

　
　
川
北
み
ど
り 

様 

　
　
吉
田
　
　
勲 

様 

　
　
池
田
　
孝
夫 

様 

　
　
高
橋
　
　
實 

様
・
吉
田
　
太
一 

様
・
芦
田
　
成
夫 

様 

　
　
山
中
　
光
男 

様
・
高
橋
　
幸
子 

様
・
今
次
　
忠
雄 

様 

　
　
間
島
　
導
子 

様
・
梶
原
　
躋
泰 

様
・
芦
田
　
　
劭 

様 

特別功労賞・功労賞 会員表彰 

乾杯 開会 

小西顧問 大正琴の演奏　シルバー大正琴同好会の皆さん 

迫力満点、感動の淑徳高校太鼓演奏 

閉
会
　
中
里
副
理
事
長 

塩見理事長 
オープニング　シルバー太鼓の演奏 

歓談風景 
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　福知山市シルバー人材センターと三和町シルバー人材センターは、１市３町合併を機に平

成１８年４月1日に統合し１０年目を迎えました。 

　三和町シルバー人材センターは、平成１４年７月に設立され、統合前の平成１７年度の実績は、

会員数１０８人、受注件数約５００件、契約金額は１，２８１万４千円でした。設立以来、４年に満た

ない期間ではありましたが、解散時まで傷害・物損ともに無事故で運営がされていました。 

　統合時からは、会員数もやや減りましたが、受注件数、契約金額ともに順調に業績を伸ば

しています。会員の皆さんの努力の成果です。これからも共に頑張りましょう！ 

統合後と現在を数字で比較してみました。 
なお、受注件数及び契約金額は三和連絡所が取り扱った数値です。 

統合時の会員数 
54人 （平成18年4月現在） 

平成27年の会員数 
48人 （平成27年4月現在） 

受注件数 
359件 （平成18年度実績） 

平成27年4月現在 
574件 （平成26年度実績） 

契約金額 
1,945万8千円 （平成18年度実績） 

平成27年4月 
2,246万7千円 （平成26年度実績） 1.15倍 1.15倍 

1.60倍 1.60倍 

三和の就業・活動 
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平
成　

年　

月　

日（
月
）、塩
見
理
事
長
・

２７

１０

１９

中
里
副
理
事
長
ほ
か
５
名
の
理
事
に
よ
り
松

山
市
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
現

状
を
報
告
し
、
平
成　

年
度
に
向
け
て
運
営

２８

支
援
の
堅
持
や
介
護
支
援
事
業
へ
の
就
業
拡

大
な
ど
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
要
望
に
先
立
ち
、
９
月
７
日（
月
）に

は
、
京
都
府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
の
主
催
に
よ
り
福
知
山
市
・
舞
鶴
市
・
綾

部
市
の
各
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
事
務
局
長
が

そ
ろ
っ
て
京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局
長
に
対

し
、
今
後
更
な
る
シ
ル
バ
ー
へ
の
支
援
を
要

望
し
ま
し
た
。

福
知
山
市
長
へ
の
要
望
を
実
施

要
望
活
動

安全就業の意識を高め事故0に！！ 
ゼロ ゼロ 

事故発生状況 
【傷害事故】 平成２７年１２月末現在 

番号 発生年月日 性別 年齢 就業中・途上 作業別 被　害　及　び　症　状 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

4月 

4月 

7月 

7月 

10月 

12月 

12月 

12月 

2日 

12日 

3日 

28日 

27日 

1日 

8日 

22日 

女性 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

女性 

72 

77 

76 

65 

68 

79 

68 

72

就業中 

途　上 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

清　　掃 

清　　掃 

屋外作業 

機械除草 

一般作業 

発　　掘 

剪　　定 

清　　掃 

ひざの関節痛 

バイクで交差点において自動車と接触、転倒 

現場作業中に熱中症 

刈込み作業中にヘッジトリマーで耳後ろを切傷 

物を搬送中に段差に躓き足首をひねり、骨折 

現場土手より転落、肋骨骨折 

剪定三脚より転落、鎖骨骨折 

階段を踏み外し、足首捻挫 

【物損事故】 平成２７年１２月末現在 

番号 発生年月日 性別 年齢 就業中・途上 作業別 損　害　の　状　況 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13

5月 

6月 

8月 

8月 

8月 

8月 

9月 

9月 

9月 

10月 

10月 

12月 

12月 

29日 

2日 

6日 

7日 

19日 

28日 

2日 

3日 

9日 

15日 

29日 

2日 

2日 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

女性 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

70 

76 

67 

68 

66 

67 

71 

71 

71 

78 

76 

76 

66

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

物品搬送 

機械除草 

施設管理 

物品搬送 

機械除草 

除草清掃 

機械除草 

機械除草 

折衝外交 

機械除草 

機械除草 

機械除草 

剪　　定 

建物及びシャッター破損、シャッター作動不良 

飛び石による車両塗装の損傷 

管理車両を衝突させ破損 

建物シャッターガイドレール破損 

飛び石による車両窓ガラスの破損 

駐車中の車両に接触  

電源ケーブルを誤って切断 

飛び石による重機フロントガラスの破損 

管理車両を運転中に防護壁に接触、損傷 

飛び石による車両窓ガラスの破損 

飛び石による車両塗装の損傷 

水道ホースの切断及び車両によるホース破損 

光ケーブルを切断 



第５５号  （８）平成２８年１月 会報　シルバーふくちやま

　９月３日（木）子育て支援セミナーの

一環として成美大学短期大学部の桐村

ますみ教授、堀　祥子講師の指導でこ

ども向け食事の料理講習会を開催しま

した。 

　当日は、会員・一般応募者の２６名が

参加し、こどもたちの食事と健康につ

いて学び、その後、先生や学生の指導と

補助を受けながら調理実習を行いました。 

　今年度は、新会員の育成と経験者のス

キルアップを図るため、１０月１３日・１４

日に基本、２１日・２２日に実践と分けて

開催。基本には５名、実践には９名が

参加し、熱心に取り組みました。２７日

には全員で“おさらい会”を行い、反

復・継続の重要性を心に刻みました。 

就業相談をやっています。 

お気軽にお申し込みください。 

　交通安全研修会を開催します。 

　就業中や就業場所への途上、帰宅途中 

の交通事故が多発しています。意識を高 

め、きまりを守り事故を起こさない、事 

故に遭わないようにしましょう。 

◆開催日時　平成28年2月24日（水） 

　　　　　　午後1時30分～ 

◆場　　所　中丹勤労者福祉会館 

　　　　　　大ホール 

◆内　　容　高齢者の交通安全 

◆講　　師　福知山警察署　交通課 

　　　　　　安達巡査 

◆相 談 日　毎月20日　午後1時～3時 

　　　　　　相談日が休業日の場合は次 

　　　　　　の営業日となります。 

◆受付人数　毎回2名 

　　　　　　　午後1時～2時　1名 

　　　　　　　午後2時～3時　1名　 

◆対応職員　中里副理事長 

　　　　　　　　　（適性就業委員長） 

　　　　　　衣川専務理事（事務局長） 

　　　　　　衣川事務局長に支障がある 

　　　　　　時は次長が対応します。 

◆相談内容　就業に関する全般 

　　　　　　相談内容は他に一切秘密と 

　　　　　　されますので、安心してご 

　　　　　　相談ください。 

■こども向け食事の料理講習会 

■毛筆講習会 

研修会・講習会の記録 研修会・講習会の記録 

座学での 
レシピの学習 

基本班の講習 
実践班の熱心な受講 

調理実習をする 
参加者 
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■清掃ボランティア活動 
　１０月１７日（土）全国一斉「シ
ルバーの日」に公共施設の清掃
ボランティアを実施しました。          
　本部では、会員・職員ら１８０
名が市民病院の除草作業を、ま
た、三和地域では会員ら３５名が
井の奥公園の清掃活動を行いま
した。 市民病院での除草作業 三和、井の奥公園の清掃作業 

■シルバーの日啓発活動 
　シルバー啓発月間の１０月２４日
（土）には、地区班長・役員・職
員３０名が市内の大規模店２店の
店頭をお借りして受注拡大と会
員増強に向けての啓発活動を展
開しました。 

啓発のぼり旗の掲出 大規模店での啓発のようす 

■福知山マラソンボラアンティア 
　１１月２３日（月・祝日）には、恒
例の第２５回福知山マラソンが開
催され、会員５０名がゴミの分別・
収集作業を、また別の会員１０名
が場内警備のボランティアに従
事しました。 

水害や浸水被害で途絶えていた互助会グラウンドゴルフ大会を２年ぶりに開催。 

エントリーした７１名の会員らが和気あいあいに、しかし、真剣にゲームを展開しました。 

会員互助会主催 親睦深めるグラウンドゴルフ大会を開催 

1位　伊木　正 会員（大正） 

2位　今次忠雄 会員（庵我） 

3位　保田逸二 会員（下六人部） 

30周年特別賞　田辺良博 会員（修斉） 



昨
年
、
水
害
で
中
止
し
た
一
泊
親
睦
旅
行
を
同
じ
行
程
で
再
実
施
 

9
月
25
日
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
会
員
が
、
続
々
と
厚
生
会
館
前
に
集
合
 

塩
見
理
事
長
・
桑
原
互
助
会
長
の
挨
拶
後
、
バ
ス
2
台
に
分
乗
、
予
定
時
刻
に
 

出
発
！
 

 　
〇
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
工
場
で
は
、
製
造
工
程
の
説
明
と
工
場
見
学
の
あ
と
、
 

　
　
待
望
の
ビ
ー
ル
試
飲
会
に
臨
み
ま
し
た
。
1
人
3
杯
ま
で
の
ビ
ー
ル
を
あ
っ
 

　
　
と
い
う
間
に
飲
み
干
し
て
、
ほ
ろ
酔
い
加
減
で
 

　
　
後
に
し
ま
し
た
。
 

 　
○
2
0
0
5
年
に
開
催
さ
れ
た
「
愛
知
万
博
」
の
 

　
　
ア
ク
セ
ス
と
し
て
開
業
し
た
営
業
リ
ニ
ア
モ
ー
 

　
　
タ
ー
カ
ー
に
乗
車
。
浮
き
上
が
っ
て
滑
ら
か
に
 

　
　
走
行
、
加
速
す
る
驚
き
の
体
験
で
し
た
。
 

 　
○
お
楽
し
み
の
夜
の
宴
会
、
創
意
工
夫
の
出
し
物
で
カ
ラ
オ
ケ
・
寸
劇
・
フ
ラ
ダ
 

　
　
ン
ス
・
銭
太
鼓
に
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
と
時
間
延
長
の
大
盛
り
上
が
り
、
福
知
山
 

　
　
音
頭
の
締
め
は
シ
ル
バ
ー
の
心
意
気
。
 

　
・
大
変
楽
し
い
旅
で
し
た
。
夜
の
宴
会
も
飲
ん
で
食
べ
、
喋
っ
て
唄
っ
て
踊
っ
て
 

　
　
楽
し
く
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
 

　
・
今
回
、
初
参
加
、
初
体
験
で
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
行
で
し
た
。
お
土
産
シ
ョ
ッ
 

　
　
ピ
ン
グ
の
楽
し
い
2
日
間
で
し
た
。
 

　
・
楽
し
い
宴
会
で
、
笑
い
っ
ぱ
な
し
の
時
間
で
し
た
。
お
部
屋
も
ゆ
っ
た
り
で
 

　
　
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

　
・
酒
も
飲
め
た
し
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
も
楽
し
か
っ
た
。
言
う
こ
と
な
し
！
 

浮いているのかわかりません 

説明より飲んだ方がよくわかる？ 

心うきうき出発式 

試飲だけででき上がってます 
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・
初
参
加
、
想
像
を
絶
す
る
面
白
さ
で
特
に
余
興
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 

　
・
お
天
気
も
良
く
、
と
っ
て
も
楽
し
い
宴
会
、
旅
行
で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
 

　
　
方
々
に
感
謝
で
す
。
 

 　
○
旅
行
最
後
の
見
学
地
「
な
ば
な
の
里
」
で
は
、
期
待
ど
お
り
の
花
・
花
・
花
に
 

　
　
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
「
な
ば
な
の
里
」
は
、
本
当
に
感
動
の
一
語
で
し
た
。
 

　
・
花
の
種
類
の
数
々
、
色
ど
り
は
圧
巻
、
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
・
花
々
の
美
し
さ
に
言
葉
を
忘
れ
、
目
と
心
の
保
養
を
 

　
　
十
分
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 　
○
バ
ス
が
停
ま
れ
ば
お
買
い
も
の
、
つ
い
つ
い
買
っ
て
 

　
　
し
ま
う
旅
の
楽
し
み
。
気
が
つ
け
ば
、
バ
ス
の
中
、
 

　
　
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
も
土
産
の
山
、
お
忘
れ
物
が
 

　
　
な
い
よ
う
に
！
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

・
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
全
開
の
旅
行
、
会
員
の
ふ
れ
あ
い
、
 

　
楽
し
い
2
日
間
、
満
足
、
満
足
　
あ
り
が
と
う
。
 

・
リ
ニ
ア
の
5
0
0
キ
ロ
走
行
期
待
し
ま
し
た
が
、
 

　
残
念
！
　
皆
ん
な
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
 

・
2
年
ぶ
り
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
旅
行
、改
め
て
シ
ル
バ
ー
 

　
パ
ワ
ー
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
楽
し
か
っ
た
一
泊
旅
行
、
記
憶
の
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
 

　
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み
に
。
役
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
 

・
来
年
も
元
気
で
参
加
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
仕
事
に
 

　
頑
張
り
ま
す
。
 

今回もみんなで総踊り 
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ごぼう 

神棚用 

めがね 

心を込めてのしめ飾りづくり 

わ 

お
正
月
用

正
月
用
「
し
め
飾
り
」
づ
く
り 

お
正
月
用

正
月
用
「
し
め
飾
り
」
づ
く
り 

お
正
月
用
「
し
め
飾
り
」
づ
く
り 

　
昔
な
が
ら
の
作
り
方
で
、
各
家
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
心
を
込
め
て

作
る
シ
ル
バ
ー
特
製
の
「
し
め
飾
り
」
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
年
々
、
稲
わ
ら
な
ど
の
材
料
入
手
が
む
ず
か
し
く
な
る
中
、
早
く
か

ら
材
料
を
予
約
確
保
し
、
こ
の
時
期
に
備
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
予
約

を
受
け
た
四
種
類
、
二
千
個
余
り
を
「
し

め
飾
り
生
産
部
」
の
十
五
人
が
作
り
あ
げ

ま
す
。 

　
「
し
め
飾
り
」
を
作
り
始
め
て
七
年
に

な
り
、
生
産
部
員
も
作
業
に
慣
れ
、
技
術

も
向
上
し
て
年
々
出
来
栄
え
の
良
い
も
の

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
古
来
の
技
術
と
伝
統
の
伝
承
継
続
を
図

る
た
め
に
も
今
後
も
研
鑽
を
重
ね
な
が
ら
、

シ
ル
バ
ー
な
ら
で
は
の
事
業
と
し
て
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。 

年
末
恒
例 
就 就 

業 業 

班 班 

紹 紹 

介 介 
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て 

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
公
共
の
仕
事
と
し
て
市
内
の
市
道
約
３１
路

線
、
総
延
長
２
万
３
、
４
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

作
業
面
積
５
万
６０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
除
草
、
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
作
業
内
容
は
、
除
草
・
街
路
樹
木
の
刈
込
、

枝
打
ち
・
ご
み
、
土
砂
の
除
去
・
廃
棄
物
処
分
な

ど
で
、一
年
中
、
順
番
に
持
ち
場
を
変
え
て
維
持

管
理
に
入
っ
て
い
ま
す
。
軽
ダ
ン
プ
２
台
に
機

材
を
積
み
込
み
、
年
中
市
内
を
巡
っ
て
い
ま
す
。 

　
草
や
樹
木
が
伸
び
る
夏
場
は
、
除
草
・
刈
込
・

枝
払
い
で
大
忙
し
。
秋
は
落
葉
の
清
掃
と
福

知
山
マ
ラ
ソ
ン
前
の
道
路
清
掃
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
道
路
上
で
の
作
業
が
多
い
た
め
、
期
す
る
は

安
全
第
一
、 

常
に
一
般
の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
す
。
道
路
は
、
み

ん
な
が
使
う
も
の
、
ゴ
ミ
や
吸
殻
な
ど
を
捨
て

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

道

路

維

持

班 

共助 

共働 

安全を確保しながらの除草作業 左から　田辺一正会員、足立昌弘班長、 

　　　岶尾　茂会員、芦田　篤会員 
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「
舞
い
姿
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　

小
さ
い
頃
か
ら
踊
り
が
好
き
で
、
い
と
こ
が
習
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
後
に
つ
い

て
踊
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
娘
の
頃
か
ら
着
物
を
着
る
の
が
大
好

き
で
、
お
正
月
な
ど
は
、
ず
っ
と
着
て
い
ま
し
た
。

　

主
人
を
亡
く
し
て
何
か
生
き
が
い
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
す
ば
ら
し

い
踊
り
の
先
生
に
出
会
い
ま
し
た
。
お
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
月
に
二
回
の
お
稽

古
が
、
と
っ
て
も
楽
し
く
、
待
ち
遠
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。
一
家
を
支
え
る
た
め

に
三
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
世
話
に
な
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
も

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
中
で
、
二
つ
の
仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を

取
得
し
、
在
宅
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
忙
し
い
毎
日
。
土
曜
日
曜
は
、
自
家
の
田
畑
仕

事
、
村
の
出
役
な
ど
休
む
間
も
な
い
日
々
で
し
た
が
、
夜
に
は
踊
り
の
お
稽
古
が
あ

る
と
思
う
と
楽
し
み
で
疲
れ
も
忘
れ
て
、
一
心
に
舞
っ
た
も
の
で
す
。
年
も
若
か
っ

た
の
で
で
き
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
齢
六
十
に
な
っ
て
か
ら
日
本
舞
踊
の
「
名

取
」
を
取
得
で
き
、
活
動
の
場
が
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、
町
内
敬
老
会
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
気
づ
け
ば
「
年
だ
な
あ
」

と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

先
生
に
出
会
っ
て
今
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
注

意
し
て
、
体
の
続
く
限
り
踊
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中　

村　

道　

子

（
三
和
南
地
区
）



第５５号  （１４）平成２８年１月 会報　シルバーふくちやま

・日　　時：平成28年2月13日（土） 

　　　　　　午前10時～ 

・場　　所：サンプラザ万助 

・内　　容：①ミニ座談会 

　　　　　　②演芸・落語 

・対　　象：一般市民及び会員 

・参 加 費：無料 

・参加申込：会員は別途配布しました案内 

　　　　　　の申込用紙にて事務局へ 

・日　　時：平成28年2月13日（土） 

　　　　　　午後0時30分～（予定） 

・場　　所：サンプラザ万助 

・内　　容：懇親会 

　　　　　　カラオケ・演芸、抽選会 

・対　　象：会員のみ 

・参 加 費：お1人様 5,000円 

・参加申込：別途配布しました案内の申込用 

　　　　　　紙に参加費を添えて事務局へ 

重要なお知らせ 《配分金等の確定申告について》 

　会員の皆さんが就業して受け取られた配分金等は、事業所得であり「雑所得」として扱われます。

次に該当するような場合は、所得税の確定申告等が必要となりますので、各自で申告してください。 

１　配分金等の収入のみの会員 

　　　１０３万円を超える配分金等の収入がある場合 

２　配分金等の収入の他に年金収入がある会員 

　　（年間配分金等収入 － 配分金控除額６５万円）＋（公的年金等の収入額 ― 公的年金等控除額 

　　「下表参照」）― 基礎控除額３８万円 ― 他の所得控除額（扶養控除等） 

　　 ＝ 課税対象所得額（控除後の金額がマイナスの場合、確定申告は不要です。※注１） 

 

 公的年金等の控除額は、下記のとおり 

※注１　公的年金の収入金額が４００万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金

　　　額が２０万円以下である場合は、所得税の申告をしなくてもよくなりましたが、市町村民税の

　　　申告は必要です。 

　　　　詳しいことは、最寄りの税務署又は市役所の税務課でお訪ねください。 

※配分金支払証明書は、１月末までに各会員宛郵送しますので、大切に保管してください。 

65歳未満の会員 

公的年金等の収入額 公的年金等の控除額 公的年金等の収入額 公的年金等の控除額 

１３０万円未満 

１３０万円以上４１０万円未満 

４１０万円以上７７０万円未満 

７７０万円以上 

７０万円 

年金収入×２５％＋３７．５万円 

年金収入×１５％＋７８．５万円 

年金収入×５％＋１５５．５万円 

３３０万円未満 

３３０万円以上４１０万円未満 

４１０万円以上７７０万円未満 

７７０万円以上 

１２０万円 

年金収入×２５％＋３７．５万円 

年金収入×１５％＋７８．５万円 

年金収入×５％＋１５５．５万円 

65歳以上の会員 



（１５）  第５５号 平成２８年１月会報　シルバーふくちやま

シルバー人材センターが請け負う主な仕事 

福知山市在住の60歳以上の健康な方で、 

働く意欲のある方は誰でも会員になれます。 

入会説明会の日程 

■ 1月 13日（水） ※1月は1回のみ 
■ 2月 2日（火）・ 17日（水） 
■ 3月 1日（火）・ 15日（火） 

場　所：福知山市シルバー人材センター 

時　間：午後 1時30分から 

※詳しくは、センター事務局 
　電話23－7677 へお問い合わせください。 
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芦　

田　
　
　

薫　

様
（
修
斉
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
九
月　

逝
去

出　

野　
　
　

稔　

様
（
三
和
北
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
九
月　

逝
去

南　

薗　

維　

一　

様
（
成
仁
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
十
月　

逝
去

西　

川　

允　

又　

様
（
修
斉
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月　

逝
去

月別入退会の状況
（単位：人）

月末現在会員数退　会入　会区分
月別 計女男計女男計女男

747242505平２６．末

746245501174131679平２７．４

74624650012571266　　　５

73924649313211624　　　６

737248489716532　　　７

738248490101202　　　８

737250487707624　　　９

7422544889271468　　　１０

743255488523633　　　１１

743255488303303　　　１２

743255488741658702941合計

■
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　

発
注
者
と
の
直
接
の
受
注
は
、
誤
解

や
問
題
を
招
き
ま
す
。
発
注
者
・
会
員
・

事
務
局
と
も
に
不
快
な
思
い
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
信
頼
を

損
な
う
こ
と
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
セ
ン
タ
ー
事
務
局
を
通
し

て
就
業
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

就
業
確
認
書
は
、
業
務
の
完
了
届
で

あ
り
配
分
金
を
受
け
取
る
た
め
の
請
求

書
で
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
発
注
者
の
業

務
の
完
了
確
認
を
も
ら
っ
て
、
就
業
先
・

会
員
番
号
・
氏
名
・
押
印
・
就
業
日
時

等
の
記
入
漏
れ
が
な
い
か
十
分
確
認
し

て
就
業
後
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

　

セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
は
、
発
注
者
・

会
員
・
他
の
お
客
様
か
ら
毎
日
た
く
さ

ん
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
行
き

違
い
や
間
違
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
必
ず
「
会
員
の

�

�

�

○
○
○
○
で
す
」

と
伝
え
て
か
ら
用
件
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
い
。
発
注
者
様
宅
へ
の
電
話
も

同
じ
で
す
。「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

の�

○
○
で
す
」
と
伝
え
て
か
ら
用
件
を

話
し
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
は
、
毎
月
の
配

分
金
支
払
日
に
は
各
会
員
の
前
月
就
業

分
の
配
分
金
支
払
明
細
書
を
作
成
し
て

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
窓
口
で
会
員
番
号
と
お
名
前
を

伝
え
て
受
け
取
り
、
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

本
人
が
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

三
か
月
分
は
保
存
し
て
い
ま
す
が
、
過

ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ん
へ

就
業
確
認
書
の
提
出
は
各
自
で

記
入
し
、
記
入
漏
れ
等
が
な
い

よ
う
に

就
業
は
、
必
ず
セ
ン
タ
ー
事
務

局
を
通
し
ま
し
ょ
う

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
迎
春
号
と
な
り
ま
す
が
、

平
成
二
十
七
年
は
、
福
知
山
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
三
十
周

年
・
三
和
シ
ル
バ
ー
統
合
十
周
年
の
節

目
に
あ
た
り
、
記
念
式
典
等
の
行
事
を

た
く
さ
ん
掲
載
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
、

会
員
相
互
の
絆
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご

支
援
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か
、
三
十
周
年

の
基
盤
に
さ
ら
な
る
発
展
を
積
み
重
ね

る
た
め
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自

立
・
共
働
・
共
助
」
に
立
ち
返
り
、
確

実
に
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
、
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

編
集
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

吉
井　

雅
宏

　
　
　

委　

員　

青
山　
　

勲

　
　
　

委　

員　

渡
邉　

満
子

　
　
　

委　

員　

足
立　

数
枝

　
　
　

委　

員　

芦
田　

泰
弘

　
　
　

委　

員　

中
川　

壯
平

　
　
　

委　

員　

大
槻
ノ
リ
子

　
　
　

委　

員　

�
橋　

昭
子

配
分
金
明
細
書
で
毎
月
の
入
金
、

業
務
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

電
話
を
か
け
る
際
は
、最
初
に

必
ず
、「
会
員
の
○
○
○
○
で

す
」
と
は
っ
き
り
と
伝
え
て
か
ら


